
Quoi de neuf?▶▶▶首都ワガドゥグに到着！！  

7月3日、まる1日かけてブルキナファソに到着しました！毎日35℃前後、渡航直前まで北海道にいた私にとっては久しぶりの暑さでバテ気味ですが、みな温厚	
  
で気さくに話しかけてくれるので、たくさんのブルキナベ（ブルキナファソの人のことをBurkinabéと言います）とおしゃべりしながら楽しく過ごしています。　　	
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Qu’est-ce que c’est? ▶▶▶ブルキナファソの民族  

クイズ du Burkina	

　ブルキナファソの文化を知るクイズです。現地の生活	
  
　を想像しながら答えを考えてみてください☆	
  
Q１.	
  ジンが道を歩いていると、畑を耕している１人の農民に出会	
  
　　いました。ジンはその農民に近づいていき、尋ねました。　　	
  
　　「Koro村はどこですか？」　しかし、農民は顔もあげることもなく	
  
　　ひたすら畑作業を続けるのみでした。　なぜ農民はジンの	
  
　　問いかけに応えなかったのでしょうか。	
  
	
  
Q2.	
  ブルキナファソの道でよく見るこの種の看板、	
  
　　いったい何のお店のものでしょうか？	
  
	
  
Q3.	
  数名のブルキナベに「日本について知っていることは何です	
  
　　か？」と質問してみました。何について知っているでしょう。	
  
	


Ensuit?▶▶▶  
いよいよ赴任。任地の生活を紹介します！  

①用件を聞く前に挨拶をしなかったから。②美容室（ブルキナベは美意識が高い。
50mに1件?は美容室。）③空手、首都が東京。長崎、広島、福島の原発事故（福島
出身というと必ず心配してくれます）、ジャッキーチェーン（中国と勘違い?）　	


	
  
ブルキナファソには64もの民族が暮らしています。	
  
何か市町村で物事を決めるときは、市長の他、民族の長（おさ）にも相談することもあります。	
  
モシ族、プル族、グルマンチェ族、ボボ族・・・	
  
私から見ると、見た目は同じブルキナベ。どうやってこれらの民族がわかるのでしょうか。	
  
それは、顔に刻まれたun	
  tatowageというタトゥーや、名字から判断できるようです。	
  
遠い遠い昔は民族間の争いがあったため、見た目ですぐに判別できるようにと	
  
民族ごとに場所を変えて顔にタトゥーを入れる習慣ができたんだとか。	
  
頬に3本の傷があれば〜〜族、など（プル族は遊牧民だったので牛飼いの子はプル族、など、
職業でも判断できる場合もあるようです）。	
  
ただし、現代は争いもなく、見た目の判別が必要ないこと、分別のつかない赤ん坊のうちに顔

に傷をつけることが問題視されてきたことなどがあって、タトゥーを顔に施すことは今の法律で

は禁止されているそうです（今はまちで見かける赤ちゃんの顔には傷がありません）。	
  
アフリカでは、民族間の争いが多いというイメージがあるかもしれませんが、	
  
ブルキナベは全ての民族が仲良く暮らすことを尊重しています。	
  
初めて会った相手の民族をわざと聞き、それをネタに冗談を言い合います。	
  
こうして、民族についてオープンにすることで、常にポジティブな民族観を持つようにしている

のかもしれません。「民族や宗教の争いは絶対にしない。」ブルキナファソに来て何度か耳に
した言葉です。こうして、宗教や民族など、様々な考えを否定せずにすべて寛容に受け止め

るブルキナベの国民性が築かれてきたのですね。	
  
	
  
	
  
	
  

JICAブルキナファソ事務所	
  現地で3週間の語学訓練	
  

少年野球の国際親善試合を観戦	
  

最初の1ヶ月は首都ワガドゥグで語学訓練。同期11名、隊員所で寝食ともしながら、ブルキナファソの生活にも徐々に慣れつつ
あります。	


任地クーペラにてホームビジット	
  

La	
  mode	

こちらの女性はとっても	
  
オシャレ。パーニュという現地布
を店で買い、好きな形に仕立て
てもらいます。	


柄は何でもありらしい・・・	
  
水道や扇風機の模様も。	
  

SalutaGon	


　　　　　　　パーニュでおんぶ。	
  
　　　　　顔だけ出てる赤ちゃん。	
  

Le	
  Repas	

意外にもお米が主食！?　Riz	
  sauce（ソースがけご飯）、	
  
Riz	
  gras（味付けご飯＋たまにパスタ）がボールたっぷりに	
  
盛られます。これで200F.CFA(約40円)。ヨーグルト屋もたくさん。どこに
国よりもおいしいのでは?と思うほど絶品です!	
  

道ばたでよく見られる光景。揚げ芋や揚げバナナを食べ歩きできる。	
  

サーターアンダギー	
   焼き芋…ではなく
焼きごぼう。。	
  

ブルキナベは挨拶をとても大切にします。会ったらまずは握手して”Bon	
  jour”	
  
そのまま相手の指と自分の指を重ねパチンとならして挨拶完了。子どもたちは腕を	
  
組んで膝を曲げ、最敬礼を表現します。	
  
ブルキナでの「久しぶり！」は「Ça	
  fait	
  2	
  jours!」(直訳すると「2日ぶり」)。	
  
そのくらい、毎日顔を合わせて挨拶することを大切にしているんでしょうね！	
  

近所の家を訪ねた際に。兄弟、親戚、近所の友達・・・ちびっ子たちはいつも一緒。	
  

“カフェオレ”と頼むと。	
  
練乳：コーヒー：お湯	
  
＝8:1:1くらいの	
  
飲み物が出てきます。	
  
	
  


